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ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
２

０
１
１
年
に
原
子
力
ゼ
ロ
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
力
に
推
進
し
、

環
境
先
進
国
を
目
指
し
２
０
２
２

年
運
用
開
始
目
標
を
掲
げ
た
が
、

22
年
を
25
年
に
、
更
な
る
延
長
が

予
想
さ
れ
る
。 

ド
イ
ツ
南
部
の
工
業
地
帯
は
長

年
近
く
の
２
か
所
の
原
子
力
発
電

に
頼
っ
て
き
た
が
、
２
０
２
２
年

ま
で
に
原
発
を
停
止
さ
せ
る
。 

 

ド
イ
ツ
北
部
の
北
海
に
広
が
る

洋
上
風
力
発
電
所
が
す
で
に
完
成

し
て
お
り
、
電
力
が
生
み
出
さ
れ

て
い
る
。
再
生
エ
ネ
を
運
ぶ
ド
イ

ツ
北
部
か
ら
南
部
の
工
業
地
帯
ま

で
７
０
０
㌔
を
結
ぶ
送
電
線
網
が
、

地
中
埋
設
、
高
圧
送
電
線
の
被
害

検
証
や
自
然
保
護
区
の
指
定
地
な 

        

ど
の
反
対
運
動
も
あ
り
、
総
予
算

２
・
６
兆
円
の
巨
大
送
電
網
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
遅
れ
が
工
事
費

を
さ
ら
に
押
し
上
げ
電
気
料
金
を

高
騰
さ
せ
て
い
る
。
南
北
を
結
ぶ

送
電
線
が
出
来
る
こ
と
で
喜
ぶ
の

は
北
部
の
再
生
エ
ネ
業
者
と
南
部

工
業
地
帯
の
業
者
。 

ド
イ
ツ
と
国
境
が
接
し
て
い
る

９
か
国
と
送
電
線
が
結
ば
れ
て
い

て
、
風
が
強
く
吹
け
ば
風
力
発
電

で
作
ら
れ
た
大
量
の
電
気
が
送
電

線
に
流
れ
る
。
電
気
の
引
き
取
り

手
が
無
い
場
合
、
送
電
線
に
負
荷

が
掛
か
り
最
悪
の
場
合
は
大
停
電

を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
。『
風
力

発
電
は
風
任
せ
、
太
陽
光
発
電
は

天
気
次
第
』、
電
気
は
貯
め
て
お
け

ず
電
気
が
殺
到
し
て
隣
国
の
引
き 

        

取
り
手
が
無
い
場
合
、
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
送
電
網
の
あ
る
隣
国
に

お
金
を
支
払
い
送
電
す
る
負
担
ま

で
背
負
う
こ
と
に
な
り
、
電
気
市

場
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
に
な
る
。 

再
エ
ネ
賦
課
金
の
国
民
負
担
を

強
い
な
が
ら
風
力
や
太
陽
光
発
電

の
設
備
を
増
や
し
、
生
み
出
さ
れ

た
電
力
の
「
引
き
取
り
」
に
更
な

る
金
を
投
入
す
る
実
状
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
コ
ス
ト
も
最
終
的
に
消
費

者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。 

ド
イ
ツ
で
は
電
気
料
金
を
払
え

ず
止
め
ら
れ
て
し
ま
う
貧
困
家
庭

が
30
万
世
帯
を
超
え
社
会
問
題
化

し
て
い
る
。
電
気
料
金
は
再
生
エ

ネ
賦
課
金
23
・
４
％
、
電
気
供
給

費
19
・
３
％
、
送
電
網
使
用
料

25
・
６
％
、
残
り
は
税
金
そ
の
他 

SARASA 視点 

電
気
料
金
の
高
騰 

ド
イ
ツ
の
風
力
発
電 


